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論文内容の要旨
一重項状態を基底にもつ，スピン・ペア系 CeCI 3 ・ 7H20 及び Cu (N03) 22.5 H20 について，その
磁気冷却と相転移とを研究した。
本論文第 1 部において， CeCl 3 ・ 7H20 の静磁場を用いた試料自体の断熱消磁の成果を報告する。
立木等はスピン・ペア系における磁場中相転移を理論的に研究し，先きになされた長谷田等の Cu
( N03) 22.5 H20 の断熱磁化冷却の実験結果を説明すると同時に，より一般的なペア間相互作用の場合
をも調べた。
CeCI 3 ・ 7 H20 は Cu( N 03 ) 2 .5 H20 と同様に，スピン・ペア系として知られている稀れな例で，
反強磁性的ペア間相互作用のもとに，相転移の起こることの知られている Cu( N03) 22 .5H20 との比
較の意味からも，磁場中秩序状態の出現の今一つの例，望むらくは，強磁性的ベア間相互作用の例を
得ることを期待して，この塩での研究をはじめた。
初期条件 Hi=48 kOe , Ti =1.2K からの断熱消磁の冷却曲線はエネルギー準位の交差する磁場 4.7
kOe 近くで、68mk の最低温度を持った。又，交差磁場における帯磁率は強磁性的 Curie- Weiss 温度68
mk を持つ Curie- Weiss 則で表わされ，この相互作用は零磁場に於ける帯磁率の温度依存性をよく説
明することが判った。又， 72 mk 以下の温度では交差磁場の近くで，磁気冷却曲線の底は平らかにな
り，このことより臨界温度72mk 以下の温度，交差磁場近傍で磁気相転移の出現することが結論され












パルス断熱磁化過程の帯磁率測定を行ったO 初期強度度 To 孟2.0k より，断熱磁化を行うと，スピ















本論文では，芳 1 部において CeCI 3 ， 7H 2 0 単結晶について，この方法によって外磁場5000 ガウス
の下で最低70mK の低温を実現し，且つ，対間強磁性の最初の実験例を与えた。又，従来無視されて
きた上位二準位も考慮した解析を示している。又芳 2 部においては，上の断熱過程をパルス磁場中で
行い，スピン系内だけでの冷却と更には規則配列の実現を実験的にはじめて検証し，今後の新しい研
究分野を拓いたものであって，学位の授与に値すると認められる。
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